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「いったい“狙い”に何を書いたの？」

という質問をしてみたところ、直ぐに、

「はい、４つあります。えーと、

・新しい要求仕様の構成や内容を関係者に早い

段階で確認し、変更の可能性を低くする。

・サイズによる成果物の連鎖に基づいた進捗管

理を行う。

・毎日夕方に、メンバーを回って問題をその日

に発見する。

・リスクリストを毎日チェックする。

の４つです。お陰で仕様の合意は捗ったし、変

更も大幅に減少しました」

と答えてきた。完全に“狙い”を暗記してい

た。おそらく毎日計画書を見て“狙い”を確認

しているのだろう。こうなると、計画書を書い

たことが生きてくる。

　　　　　―――――――――
入れたてのコーヒーを彼の前に出して、

「どうやら、計画書が毎日を振り返るための

“祈りの書”の役を果しているようだね」

「そうですね、事前に割り当てた役割が果され

ているかとか、事前に想定していた事態が起き

ていないかとか、見積りと実績の乖離は正しく

反映されたかとか、“問題”が隠されていない

か、といったことを毎日振り返ることで、色々

なことを早く発見できます」

「たとえばどんなことが発見できたかね？」

と尋ねられて、コーヒーを一口啜りながら、

「そうですね、まず個人の中でもやもやしてい

ることや、決っていないことが早い段階で見つ

かりますので、直ぐに手配することで解決でき

ます。それで今のところほとんど遅れにはなっ

ていません」

「なるほど、“ウグイスの巡回”というやつを

やったんだ」

「そうです。計画書の中で、どのようにしてこ

のプロジェクトを成功させるかということで

“狙い”の中で巡回を文字にしたことで、毎日

“巡回”できるようになりました」

「他には？」

「見積りと実績値の乖離を直ぐにフィードフォ

ワードしながらこの先の作業の見積りを調整し

ていますので、見積りの精度も上がりました

し、実装工程とテスト工程に要員を数名増やす

手配もできています」

「素晴らしい。でもよく増員が認められたね」

「はい、前回この店に一緒にお邪魔した部長

が、私が毎日調整している見積りの精度を評価

してくれたので増員が認められました」

「１ヶ月で、計画書に取り組んだ成果が上がっ

たということだね」

「そうかも知れませんが、今回、マスターに勧

められて計画書に取り組んでみたのですが、今

までの取り組みでは、計画書はある時期に作成

して、あとはそれを実行するだけでした。でも

今回は、毎日眺めているし、毎日調整して、昨

日までの見通しに狂い

は な い か を 見 て い ま

す。今までの計画書の

今年は梅の開花が遅れているようだ。例年だと

この時期には紅梅の方も咲き始めている頃だ

が、今年はまだ蕾が膨らみ始めたところだ。

　　　　　―――――――――
２，３年前と比べて、ソフトウェア企業の勢い

が鈍化し始めているのが気にかかる。９０年代

に入って、「これからはアウトソーシング

だ！」という号令に、日本中でソフトウェア企

業に丸投げで押し込んだ。そして日本のソフト

ウェア企業のレベルに不満を感じていたとき、

外国のソフトウェア企業が十分に使えると分か

れば、今度は「これからはオフショアリング

だ！」と叫ぶ。これではいつまで経っても、日

本の中に強力なソフトウェア企業は育たない。

　　　　　―――――――――
そこに、先月会社の部長さんと一緒に計画書の

話しを聞いた若いエンジニアが入ってきた。

「おや、１ヶ月ぶりですね」

「はい、あっというまに１ヶ月ほど経っ

てしまいました」

といってカウンターの奥に座って、「ブ

レンドコーヒーを下さい」と言った。

私は、カウンターの中から軽く会釈をして準備

に取り掛かった。鞄から小さなノートを取り出

してカウンターに置いた。このノートは、あの

時に盛んにメモをとっていたノートである。

「その後、計画書はうまく書けましたか？」

ふっと彼は顔を上げて、

「計画書ですか？」と反応して、「だいぶ慣れ

てきました。マスターはリーダーのメモのよう

な感覚で活用すれば良いっておっしゃっていま

したので、一通り書いた後は、毎日メモのよう

にして使っています」

「書いてみた感触は？」

「感触ですか？　今までは計画書ってもっと厳

かなイメージがあったのですが、メモ感覚で書

いているうちに身近な感じがするようになって

います」

「構成に、何か工夫したのかな？」

「マスターは、計画書の構成は、時間軸で順番

に埋まっていくように構成するとよい、とおっ

しゃっていましたので、それまであった標準の

計画書の構成を少し入れ替えてみました。今ま

で上手く書けなかったのは、構成のまずさと、

一気に書こうとしていたのが原因のようです」

「構成を変えただけで、うまく書けるように

なったの？」

「あと変更したのは・・・、そうだ“プロジェ

クトの狙い”という項目を追加しました。これ

は私の独断でやっています。構成の順序はＳＱ

Ａの人も納得してくれたので一緒に変更したの

ですが、“狙い”の方はＳＱＡの人はその効果

が良く理解できないということでしたので『プ

ロジェクト標準』に限定してやってみるという

ことにしました」

「『プロジェクト標準』ね、いい対応だね」

「そうか、もしかすると“狙い”を書いたこと

によって、自分の気持ちがこの計画書に入って

いるのかも知れません」
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認識がまったく違っていたということですか

ね」

「たしかに、一般には“書いてお終い”かも知

れないね。でも進捗管理に活用できない計画な

んて意味ないからね。こうして上手く対応でき

るようになったのは素晴らしじゃない」

　　　　　―――――――――
彼は、ほっとした表情を見せながらも、

「実は、困ったことが起きているのです」

「何だね？　困ったことというのは」

「例の部長から、もう一つプロジェクトを見て

欲しいと言われているのです」

なるほど、この部長さんは計画書の意味を理解

したようだ。あの時、ただ者ではないと感じた

が、それは間違ってはいなかった。

「それで断ったのかね」

「断っていませんが迷っているのです」

「何を迷っているのかね」

「２つのプロジェクトを見るって、そん

なこと出来るのだろうかと」

「出来るのではないかという思いがどこかにあ

るから迷っているのだろう？」

と言われて、彼は気がついた。今、彼の頭の中

はぐるぐる回っている。確かに、そんなこと出

来っこないと言うのなら即座に断っている。第

一、部長がそんなことを言ってくるはずはな

い。確かに、今まで、プロジェクトを重ねるよ

うなことを言ってきたことはない。

　　　　　―――――――――
「今回、計画書を書いてみて気付いて事は？」

「気付いたこと、ですか？」

「そう、今まで考えていた計画書とは、感じが

違っているはずだ」

「そうですね、前向きになっている感じがしま

す。問題が幾つか見えたときも、まだ大きく

なっていませんので、どのように対応するか考

えることができます」

「今までだったら、どうしている？」

「担当者から解決しない問題があることを知ら

された時には、日程を遅らせてもらえるように

関係する部署に調整に走ったり、機能に制限を

付けて貰えるように頼み込んだりしていました

ね。これってストレスが溜まる役でね」

「それが無くなった？」

「問題が大きくなる前に、担当者と一緒に対応

策を考えたり、時間的に余裕がある場合は２，

３日様子を見たりしています。その内に対応で

きてくるのです」

「どうやら、あなたは計画書に取り組んだこと

で、プロジェクトを意図して進めることが出来

ていることに気付いている」

「そうですね、“仕掛けている”という実感が

あります。このプロジェクトをどうやって仕上

げてやろうかと」

「計画書は、プロジェクトを成功させるための

“仕掛けの書”なんだよ」

彼は、“仕掛けの書”という言葉を噛みしめて

いる。しばらくして、

「計画書が無い状態では、火が吹いてからしか

動けないのですね」

「管理職とは、火が吹いてから動くものだと

思っているかも知れないね」

「分かりました。どうやって２つのプロジェク

トを重ねるか、仕掛けを考えてみます」

といって、ゆっくりと席を立った。　　　◆

計画書が書けないというのは、意図して仕掛けることが出来な
いということであり、それでは発火してからしか動けない。
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中
は
「
同
世
代
」
の
集
ま
り
で
あ
る
。
ク

ラ
ブ
活
動
に
参
加
す
る
か
、
別
に
地
域
で

ス
ポ
ー
ツ
教
室
に
で
も
通
わ
な
い
か
ぎ

り
、
異
な
る
世
代
間
で
の
接
点
は
持
ち
に

く
い
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
同
世
代

と
の
接
触
だ
け
で
は
、
生
き
る
知
恵
を
手

に
入
れ
る
の
は
難
し
い
。

　
　
　
　
　
？
　
×
　
？

　
日
本
で
は
、
核
家
族
化
の
進
行
の
中

で
、
両
親
が
、
子
ど
も
に
生
き
る
知
恵
を

教
え
な
く
な
っ
た
。
い
や
、
両
親
自
身

が
、
親
か
ら
生
き
る
知
恵
を
教
わ
っ
た
記

憶
が
無
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
最
近
は
、

小
さ
い
時
か
ら
子
ど
も
の
目
を
見
て
話
し

を
し
て
い
な
い
た
め
、
目
を
合
わ
せ
て
話

し
が
で
き
な
い
と
い
う
。
子
守
を
テ
レ
ビ

に
任
せ
て
き
た
副
作
用
だ
ろ
う
。
話
し
を

し
な
が
ら
直
視
さ
れ
る
と
直
ぐ
に
目
を
反

ら
し
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
、
意
志
の
疎
通

が
捗
ら
な
い
。
自
分
の
意
志
を
相
手
の
目

を
見
て
言
葉
で
伝
え
ら
れ
な
い
た
め
、
直

ぐ
に
引
き
こ
も
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
？
　
×
　
？

　
学
校
で
も
、
「
教
科
」
を
教
え
て
い
る

だ
け
で
、
生
き
る
知
恵
は
教
え
て
い
な

い
。
い
や
、
小
中
学
校
で
は
、
む
し
ろ
教

師
の
方
か
ら
そ
の
よ
う
な
接
点
を
持
つ
こ

と
を
避
け
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
だ
か

ら
、
「
教
科
」
で
落
後
し
た
子
ど
も
は
、

代
わ
り
の
生
き
方
を
見
出
せ
な
い
。
仕
事

の
意
味
や
、
社
会
の
中
で
居
場
所
を
見
つ

け
る
方
法
な
ど
を
教
え
ら
れ
な
か
っ
た
子

ど
も
は
、
ち
ょ
っ
と
レ
ー
ル
を
踏
み
外
し

た
だ
け
で
路
頭
に
迷
う
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
？
　
×
　
？

　
国
に
よ
っ
て
は
、
教
会
で
の
日
曜
礼
拝

と
い
う
制
度
が
、
「
家
庭
」
で
出
来
な
く

な
っ
た
役
割
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
の
か
も

知
れ
な
い
。
昔
の
日
本
で
は
、
近
所
の

「
お
寺
」
の
住
職
が
、
そ
の
役
を
し
て
い

　
少
子
化
が
進
む
中
で
、
「
家

庭
」
の
存
在
が
薄
れ
て
い
る
よ

う
に
思
え
る
。
確
か
に
、
家
に

は
両
親
と
一
人
の
子
ど
も
が
い

る
。
で
も
、
食
事
の
時
以
外
は

自
分
の
部
屋
に
入
っ
た
ま
ま
の

子
ど
も
が
増
え
て
い
る
と
い
う

調
査
も
あ
る
。
子
ど
も
の
部
屋

に
は
テ
レ
ビ
も
あ
る
し
、
小
学

生
と
い
え
ど
も
携
帯
電
話
が
与

え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
友
達

（
仲
間
？
）
と
の
連
絡
は
い
ち

い
ち
親
に
知
ら
れ
る
こ
と
も
な

い
。
少
な
く
と
も
、
同
じ
よ
う
な
境
遇
に

い
る
友
達
と
は
い
つ
で
も
話
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
？
　
×
　
？

　
「
家
庭
」
は
、
生
き
る
知
恵
を
子
ど
も

に
伝
え
る
場
で
あ
っ
た
は
ず
。
た
だ
し
、

確
実
に
伝
承
を
維
持
す
る
に
は
、
三
世
代

が
存
在
し
な
い
と
難
し
い
と
思
っ
て
い

る
。
も
ち
ろ
ん
、
時
代
の
変
化
の
中
で
、

伝
承
す
る
も
の
も
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
は

あ
る
が
、
変
わ
ら
な
い
も
の
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
？
　
×
　
？

　
女
性
が
し
っ
か
り
し
た
仕
事
を
持
つ
こ

と
は
重
要
だ
。
適
切
な
機
会
が
与
え
ら
れ

れ
ば
、
能
力
を
発
揮
す
る
可
能
性
が
高

い
。
社
会
の
中
で
重
要
な
役
割
を
果
す
こ

と
が
で
き
る
女
性
は
多
い
は
ず
だ
。

　
そ
の
一
方
で
、
企
業
に
於
け
る
賃
金
が

今
ま
で
の
よ
う
に
年
功
で
上
が
っ
て
行
か

な
く
な
っ
た
。
賃
金
が
、
年
齢
よ
り
も
職

務
の
種
類
と
成
果
で
決
っ
て
い
く
よ
う
に

な
る
と
、
ど
の
よ
う
な
職
に
就
く
か
に
よ
っ

て
は
、
夫
婦
共
に
働
か
な
け
れ
ば
家
庭
を
維

持
で
き
な
く
な
る
。

　
そ
の
代
償
と
し
て
家
庭
の
役
割
が
消
え
て

い
く
か
も
し
れ
な
い
。
会
社
と
い
う
組
織

が
、
父
親
と
母
親
を
家
庭
か
ら
取
り
上
げ
て

し
ま
う
と
、
家
庭
が
本
来
果
し
た
役
割
を
果

せ
な
く
な
る
。
働
く
時
間
を
工
夫
し
た
り
し

て
、
家
庭
を
維
持
す
る
必
要
性
を
社
会
や
企

業
が
認
め
な
け
れ
ば
、
「
家
庭
」
は
、
次
世

代
を
生
み
出
す
役
割
を
果
せ
な
く
な
る
。
公

的
な
扶
養
機
関
の
教
育
内
容
が
充
実
す
れ

ば
、
あ
る
程
度
は
カ
バ
ー
で
き
る
か
も
知
れ

な
い
が
、
現
状
で
は
単
な
る
「
預
か
り
機

関
」
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
？
　
×
　
？

　
本
来
な
ら
「
家
庭
」
が
担
っ
て
い
た
生
き

る
知
恵
、
社
会
の
一
員
と
し
て
存
在
す
る
た

め
の
知
恵
を
次
の
世
代
に
伝
え
る
役
割
を
ど

こ
か
で
カ
バ
ー
さ
れ
な
け
れ
ば
、
二
一
世
紀

の
日
本
の
社
会
は
大
い
に
混
乱
す
る
こ
と
に

な
る
。
企
業
も
こ
の
こ
と
に
手
を
貸
さ
な
け

れ
ば
、
質
の
高
い
労
働
力
を
確
保
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
う
し
、
過
去
の
蓄
積
を
取
り
崩

す
だ
け
で
は
社
会
も
維
持
で
き
な
く
な
る
。

　
　
　
　
　
？
　
×
　
？

　
も
と
も
と
少
子
化
の
中
で
は
、
子
ど
も
の

居
場
所
は
両
親
の
「
谷
間
」
で
し
か
な
い
。

歳
の
違
う
兄
弟
が
い
れ
ば
、
そ
の
中
で
の
対

応
の
仕
方
も
日
常
の
中
で
身
に
付
く
の
だ

が
、
「
一
人
っ
子
」
の
場
合
は
そ
れ
が
で
き

な
い
。
近
所
の
公
園
で
遊
ん
で
い
る
と
誘
拐

さ
れ
か
ね
な
い
。
学
校
も
、
個
々
の
教
室
の

音音

　
ラ
イ
ブ
ド
ア
と
フ
ジ
テ
レ
ビ
が
、

ニ
ッ
ポ
ン
放
送
株
の
取
得
を
巡
っ
て
激

し
く
闘
っ
て
い
る
。
フ
ジ
テ
レ
ビ
と

ニ
ッ
ポ
ン
放
送
の
株
の
持
ち
合
い
の
状

態
が
い
び
つ
な
こ
と
は
、
何
年
も
前
か

ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
構
図
の
上
か

ら
は
、
コ
ク
ド
と
西
武
鉄
道
の
関
係

と
同
じ
で
あ
る
。
違
い
は
、
コ
ク
ド

の
方
は
非
上
場
企
業
で
あ
る
た
め
、

他
社
に
よ
る
買
収
が
出
来
な
い
こ
と

で
あ
る
。
そ
し
て
資
本
金
の
は
る
か

に
少
な
い
コ
ク
ド
が
西
武
鉄
道
株
の

大
半
を
握
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
固

定
株
比
率
を
ご
ま
か
す
と
い
う
ミ
ス

を
し
な
け
れ
ば
、
西
武
鉄
道
は
コ
ク

ド
の
支
配
下
に
あ
り
続
け
た
し
、
そ
の

コ
ク
ド
を
支
配
し
て
い
る
堤
氏
は
、
誰

に
も
邪
魔
さ
れ
る
心
配
な
く
西
武
鉄
道

を
支
配
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
株
を

大
量
に
保
有
し
て
い
る
ニ
ッ
ポ
ン
放
送

は
株
式
を
上
場
し
て
お
り
、
誰
か
が

ニ
ッ
ポ
ン
放
送
株
の
過
半
数
を
獲
得
す

れ
ば
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
を
支
配
で
き
る
。

今
回
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
が
よ
う
や
く
こ
の

問
題
に
決
着
を
着
け
よ
う
と
い
う
こ
と

で
、
「
Ｔ
Ｏ
Ｂ
」
を
公
表
し
た
と
こ
ろ

に
、
ラ
イ
ブ
ド
ア
が
市
場
外
取
り
引
き

で
短
期
間
で
大
量
の
株
を
買
い
集
め
る

こ
と
に
成
功
し
た
こ
と
が
混
乱
の
発
端

で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
ラ
イ
ブ
ド

ア
の
市
場
外
取
り
引
き
に
、
現
時
点

で
は
違
法
性
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
今
回
の
両
者
の
や
り
取
り
を
見
て

い
て
想
像
力
の
違
い
を
感
じ
さ
せ
ら

れ
た
。
「
放
送
」
と
い
う
免
許
の
中

で
守
ら
れ
、
新
規
参
入
の
危
機
も
な

い
中
で
長
年
や
っ
て
来
た
人
た
ち
の

想
像
力
と
、
放
送
も
デ
ジ
タ
ル
化
し

た
こ
と
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
の

融
合
の
可
能
性
を
見
出
し
て
、
規
制
の

隙
間
か
ら
時
代
の
扉
を
こ
じ
開
け
よ
う

と
す
る
人
た
ち
の
想
像
力
の
闘
い
の
よ

う
に
見
え
る
。

　
時
代
の
流
れ
は
押
し
戻
す
こ
と
は
で

き
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
、
ラ
イ
ブ
ド
ア

の
既
得
権
益
に
対
す
る
闘
い
方
に
一
抹

の
不
安
を
感
じ
る
。
と
は
言
え
、
最
初

に
時
代
の
扉
を
こ
じ
開
け
る
と
き
は
、

い
つ
も
こ
う
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
檀
家
と
い
う
一
つ
の
社

会
の
中
で
の
精
神
的
支
柱
の
役
を
し
て
い
た

し
、
お
寺
の
庭
は
、
世
代
の
異
な
る
子
供
た

ち
の
遊
び
場
で
あ
り
、
そ
の
中
で
自
然
と
住

職
の
話
し
を
聞
く
機
会
も
あ
っ
た
。
だ
が
、

今
日
、
寺
の
空
き
地
は
駐
車
場
に
な
っ
た

り
、
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
っ
た
り
し
て
、
勝
手

に
遊
ぶ
こ
と
が
出
来
な
い
場
所
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
そ
の
前
に
、
生
き
る
知
恵
を
易
し

く
子
供
た
ち
に
話
が
出
来
る
住
職
自
身
が
い

な
く
な
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
？
　
×
　
？

　
生
き
る
知
恵
、
世
代
間
を
越
え
た
社
会
の

中
で
自
分
の
居
場
所
を
見
つ
け
る
知
恵
を
、

家
庭
か
ら
も
学
校
か
ら
も
地
域
社
会
か
ら
も

教
え
ら
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
は
、
ど
こ
で
身

に
付
け
る
の
だ
ろ
う
。
一
度
消
し
て
し
ま
っ

た
家
庭
の
役
割
を
戻
せ
る
だ
ろ
う
か
。
■

「
い
か
な
る
種
類
の
闘
い
と
い
え
ど
も
、
あ
な
た
自
身
の

弱
体
化
に
つ
な
が
り
そ
う
な
闘
い
は
。
絶
対
に
し
て
は
な

ら
な
い
」
（
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
「
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
語
録
」
よ
り
引
用
）

“家庭”が消える？

今月の一言


